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　今年は例年より早く桜が開花して，この編集後記執筆中の 3
月末には満開を迎えています．四季の変化が大きい日本におい
て，長い冬を耐え忍んで，やっと春がきたことの象徴で，桜の
開花は心がはやるときです．1年の半分以上は葉を落として存在
感のない桜の木が，エネルギーを蓄えて一気に花を咲かせたか
と思うと，わずかの期間でぱっと散ってしまう．さらに散った
後はみるみる葉をつけて緑におおわれる，その生命力には圧倒
されます．この生命のダイナミズムを具現する桜は，古来日本
人の心性を形づくるひとつの象徴とされてきました．これまで 3
年間のコロナ禍で，各種の制限に抑圧されてきましたが，やっと
解放されつつあり，明るい気分で桜をめでることができています．
　学会や講演会も web 開催から現地開催が復活し，場を共有し
て顔と顔を合わせて議論する本来の学会のあり方のよさをあら
ためて感じ，安堵しています．かつて，亡き恩師から，学会で
行われる「シンポジウム（公開討論会）」の語源は，ギリシア語
の「シンポジオン（饗宴）」で，ともに酒を飲み語り合うことで
あると教えられました．昼間の学会のシンポジウムは「いいと
こどり」の形式に過ぎず，夜の宴席で研究の苦労話や裏話を聞
きながら，ざっくばらんに議論するのが本当のシンポジウムで
あると語られ，納得しました．夜のシンポジオン（饗宴）こそ，
研究の芽がみつかり研究の発展に結びつく中身のある充実した
討論会と思われます．今後，夜のシンポジオンの復活が待ち遠
しいものです．
　さて，今回の特集は「椎間板の基礎と臨床」です．脊椎動物
の中で，陸に上がり重い頭を支えて直立二足歩行となったヒト
では，脊椎の椎間板には大変な負荷がかかり，椎間板変性と腰
痛はヒトの宿命です．椎間板変性やそれに関連する腰痛は，高
齢期には万人が罹患し，克服すべき重要な課題です．中村雅也
先生の企画により，椎間板変性のメカニズムや再生に関するい
ろいろな角度からの基礎研究と臨床応用としての治療法が紹介
されています．門外漢である脳神経内科医の私でも，基礎研究
の進歩に驚きと感心をおぼえ，また研究を早く臨床応用したい
という先生方の強い情熱を感じました．基礎研究から実際の臨
床での治療法確立までは，多くの壁が立ちはだかりますが，ひ
とつひとつ乗り越えて，研究成果が臨床応用される日が来るこ
とを祈念いたします．遠くない将来，自分が罹患したときには，
新しい治療の恩恵を受けたいものです．
　桜前線は北上中，気を緩めすぎず個人の感染対策は怠りなく，
明るい気分で新年度をスタートしましょう．
 （亀山　隆）
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